












要約: 1995 年から 1996 年のインデックス・メディックスおよび医学中央雑誌に掲載され

た SIDS 関連文献のうち,和文 39 英文 61 の計 100 論文に関して,テーマごとにその内容を

分析した。今年度の文献レビューでポイントとなった点は,(1)うつ伏せ寝と SIDS の発生

頻度の相関が明らかとなった(2)SIDS と窒息事故などの鑑別を含め SIDS 診断の精度が問

われている(3)病因は未だ不明であるが,病態は呼吸中枢の異常であることがほぼ定説とな

った,などが挙げられる。


